
「古民家」の会
物件情報 × メディア × 技術 × デザイン

会員募集のご案内
チルチンびと「古民家」の会宣言

我々は「古民家の再生と創造」を通して
日本の新たな住文化に貢献する
工務店と関連事業者の組織です。

「
古
民
家
」は
、本
来
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
風
土
に
深
く
か
か
わ
り
な

が
ら
、長
い
時
間
の
流
れ
の
中
で

つ
く
ら
れ
て
き
た
文
化
の〝
か
た

ち
〞で
す
。一
方
、現
代
生
活
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
即
し
た

「
新
し
い
民
家
の〝
か
た
ち
〞」を
求

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
技
術
的
な
向
上
、

法
的
整
合
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、環
境
問
題
な
ど
に
対
す
る
視

野
を
ひ
ろ
げ
る
努
力
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

『
チ
ル
チ
ン
び
と「
古
民
家
」の
会
』

は
、「
古
民
家
の
再
生
と
創
造
」を

通
し
て
日
本
の
新
た
な
住
文
化
に

貢
献
す
る
工
務
店
と
関
連
事
業
者

の
組
織
で
す
。

　

設
計
者
、大
工
、職
人
の
顔
が
見

え
る
、安
全
で
良
質
な「
古
民
家
の

再
生
と
創
造
」の
実
現
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

こ
れ
は
、日
本
の
住
文
化
の
新

た
な
創
造
な
の
だ
と
考
え
ま
す
。

入会費： 100,000円（税別） 
年会費： 360,000円（税別） ※30,000円（税別）の月払い可。

入会費用

1. 編集記事
　すぐれたデザイン・社会的取り組みなどを行う会員工務店を掲載
2. 有料タイアップ会員割引
3. チルチンびと別冊「古民家」への会員リスト掲載

●年間100万人超のユーザーがアクセスする「チルチンびと広場」とリンクする「チルチンびと古民家の広場」へ
　住宅事例を常時掲載可能。
●イベント情報も掲載。
●物件情報無料掲載。

日本を代表する顧問建築家による建築セミナーへの参加。

チルチンびと別冊「古民家」への掲載

Web「チルチンびと古民家の広場」への無料掲載

建築セミナー及び各種セミナーへの参加

会員工務店の相互見学会

会員特典

株式会社 風土社
〒101-0065 東京都千代田区西神田1-3-6 UETAKEビル3F

TEL：03-5281-9537
FAX：03-5281-9539

chilchin-koumuten@fudosha.com

事務局・お問い合わせ



受注増へ
サイト開設後39カ月で
100万ユーザー突破。

古民家ユーザーに向けて、紙媒体とWeb媒体で発信する
唯一の工務店グループ

住宅雑誌発行部数NO.1 100万超ユーザーの雑誌 Web

『チルチンびと』別冊での事例紹介 「チルチンびと古民家の広場」に掲載

発行20,000部/号を誇る
『チルチンびと』別冊への事例掲載。

古民家を求める
購買力のあるユーザーへの

情報訴求

さらに会運営に大きく貢献した会
員・他社の手本となるような住宅
デザインや先進性のある社会的な
取り組みを行っている会員にはさ
らなる掲載枠を提供しています。

●各社住宅事例
●イベント情報
●物件情報

雑誌『チルチンびと』
創刊23年目を迎える『チルチンびと』は、我が国の気候風土に適したエコロジカルな家
づくりを追求し、独自の切り口で編集してきました。木の家づくりを望む多くの人々の根
強い支持を得て、住宅専門誌として最大の実売部数を維持するナンバーワン雑誌の評
価を得ています。特に古民家、古材を嗜好するユーザーの支持を集めています。

『チルチンびと』の歩み

会を支援する
日本屈指の専門家・工務店の会顧問

1997年 『チルチンびと』創刊
 新和風住宅（和モダン住宅）ブームを先導
 自然素材住宅・地域循環型住宅を提唱
2003年 シックハウス問題を提起し、健康住宅を先導
 チルチンびと「地域主義工務店」の会発足
2007年 「チルチンびと仕様の家」※を提唱
2009年 国交省「長期優良住宅先導的モデル事業」に採択

（120棟割当）

2011年
 
「チルチンびと広場」開設

2014年
 
工務店と地域コミュニティーをリンクする
『チルチンびとマーケット』開始

※「チルチンびと仕様の家」1.オール国産材　2.厚生労働省室内環境指針13物質+39
化学物質を測定し、基準値以下　3.廃棄時に環境負荷がないこと　etcを定義とした
住宅。現在は任意仕様です。

平良敬一
（元『住宅建築』編集長）東京大学工学部建築学科卒。『国際建
築』『新建築』を経て、『建築知識』『建築』などの編集長を歴任。
鹿島出版会の設立に参画（雑誌部長として、『SD』『都市住宅』創
刊）。建築思潮研究所設立（月刊『住宅建築』『造景』創刊）。

泉幸甫
（建築家／泉幸甫建築研究所）日本大学大学院、千葉大学博士課
程修了・工学博士。日本大学教授。日本建築学会作品選奨、東京建
築賞最優秀賞など受賞多数。自然素材を使い、総合性ある美しい
住宅をつくり続ける。

木下龍一
（建築家／一級建築士事務所アトリエRYO）京都大学工学部建築
学科卒業。修士課程在学中にベルギー・サンリュック建築大学留
学、帰国後レフォール架構計画研究所を経て 一級建築士事務所ア
トリエRYO開設。現在、一般社団法人京町家作事組代表理事、
NPO法人京町家再生研究会理事。

山辺豊彦
（構造設計家／山辺構造設計事務所）NPO緑の列島ネットワーク理
事。日本建築構造技術者協会関東甲信越支部支部長。JSCA東京
代表。木造住宅構造設計の第一人者。

東賢一
（化学物質研究者／近畿大学医学部）

大野正博
（建築家／DON工房一級建築士事務所）

登録13,000人 登録1,800人

webサイト「チルチンびと広場」には、
年間100万超のユーザーが訪れ、

ネットコミュニティを形成。SNSとも連動し、
幅広いマーケットを構築しています。

実需に強い『チルチンびと』
-7年間の実績、 木の家づくりを望む多くの人々の根強い支持を得ています- 『チルチンびと』読者で、実際に家を建てた施主のデータ（2012年～2018年）

※データ元　「地域主義工務店」の会 会員データ

総工費 職業 世帯構成
「地域主義
工務店の会」の

都道府県
分布

（～2000万円）4.9％ （独身）3.8％

（4000万円～）9.0％
（2000万～2500万円）

16.7％

（公務員）19.9％

（会社役員）
10.2％

（1世帯）
67.5％

（関東・甲信越）
44.2％

（東海）
16.3％

（近畿・北陸）
11.4％

（中国・四国・九州）
19.6％

（東北）8.0％

（2世帯）
24.7％

（3世帯）
2.5％

（1部上場企業）
15.1％

（自営業）
18.0％

（会社員）
23.7％

（その他）5.1％

（医者・弁護士）
8.0％

（2500万～3000万円）
37.1％

（3000万～4000万円）
32.3％

（その他）1.4％
5,281棟

にリンクするWebサイト
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上／テレビ部屋。ソファの後ろの階段は勇建工業が新たにつくった。　左上／屋根
裏からテレビ部屋を見下ろす。この部屋のみ、天井を取り払って梁を現しにした。　
左中／梁と左官壁の取り合いが美しい。　左下／虫籠窓のある屋根裏。

し
た
家
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
岡
本
邸
の
調
査

に
訪
れ
た
加
村
社
長
に
よ
る
と
、
当
時
は
「
傷
み

が
目
立
ち
ま
し
た
し
、
土
間
は
改
築
を
重
ね
て
い

ま
し
た
が
、補
強
す
れ
ば
問
題
な
く
住
め
る
状
態
」

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
一
真
さ
ん
は
、

住
み
継
ぐ
こ
と
を
決
意
。
時
間
を
か
け
て
、
改
修

へ
の
準
備
を
進
め
た
。「
こ
れ
ま
で
木
造
の
住
宅

設
計
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
古
民
家
再
生
は
初

め
て
。
加
村
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
、
今
の
暮
ら

し
に
ふ
さ
わ
し
い
再
生
を
め
ざ
し
ま
し
た
」。

和
の
意
匠
と
調
和
す
る

　
　
　
　
　
　
　

住
ま
い
手
の
セ
ン
ス

　
改
修
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
土
台
を
補
強
し
、
次

に
家
の
ゆ
が
み
を
正
し
た
。
加
村
社
長
は
「
梁
と

差
し
鴨
居
の
隙
間
が
開
く
な
ど
、
家
が
ゆ
が
ん
で

い
た
の
で
、
ジ
ャ
ッ
キ
の
よ
う
な
機
械
で
家
を
引

い
て
捻
れ
を
元
ど
お
り
に
し
ま
し
た
。
屋
根
を
の

せ
た
ま
ま
の
作
業
だ
っ
た
の
で
苦
労
し
ま
し
た
」

と
振
り
返
る
。「
構
造
面
を
補
強
す
る
際
に
断
熱

性
も
向
上
さ
せ
、寒
く
な
い
家
を
め
ざ
し
ま
し
た
」

（
一
真
さ
ん
）。

　
こ
う
し
て
再
生
し
た
岡
本
邸
の
魅
力
は
、
古
い

も
の
と
新
鮮
な
感
覚
が
共
存
し
て
い
る
こ
と
。「
間

取
り
で
大
き
く
変
え
た
の
は
キ
ッ
チ
ン
く
ら
い
で

す
。
改
築
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
は
な
る
べ
く
元
の

姿
に
近
づ
け
、
そ
の
上
で
間
仕
切
り
を
取
り
払
っ

て
広
い
空
間
を
つ
く
る
な
ど
、
暮
ら
し
や
す
さ
の

た
め
の
工
夫
を
し
ま
し
た
」（
一
真
さ
ん
）。
建
具

185

庭に面したLDK。奥の壁は搔き落とし仕上
げ。４m弱の長さのダイニングテーブルは
アサメラの一枚板で、美濃加茂の家具屋にオ
ーダーしたもの。ダイニングチェアはカイ・
クリスチャンセン。奥のラウンジチェアは北
欧のヴィンテージ。
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時
間
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造
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宅

設
計
を
行
っ
て
き
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し
た
が
、
古
民
家
再
生
は
初

め
て
。
加
村
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
、
今
の
暮
ら

古民家別冊

「 」


